
明石市水道事業の概要と経営状況
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１ はじめに１ はじめに

県営水道

魚住浄水場

魚住Ｆ配水塔

明石川浄水場

鳥羽浄水場

西部配水場

東部配水場

中部配水場

地図上の×は、深井戸の位置を示す。

本市水道事業の概要
・創 設 認 可 ： 昭和３年3月
・給 水 開 始 ： 昭和6年2月
・給 水 面 積 ： 49.93㎢
・給 水 人 口 ： 306,075人
・１日最大配水量： 102,730㎥
・１日平均配水量： 90,430㎥

本市の水源
・地下水（深井戸）
・明石川河川水（表流水）
・兵庫県営水道（浄水受水）
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１ はじめに２ 各水源の現状と課題

・地下水 深井戸41井 （ 70.12円/㎥）

海岸線から概ね２ｋｍ以内の井戸は、塩水化傾向

・河川水 明石川表流水 （103.83円/㎥）

流量が少ないため、水質面で流域の影響を受けやすい。

降雨が少ない時期はPFAS濃度が高くなる。

・県営水道 用水受水 （121.99円/㎥）

安定水源であるが、受水単価が若干高額

※ 上記（）内は、R5年度の原浄水原価（製造コスト）
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２ 各水源の現状と課題

S10 S14 S19 S24 S29 S34 S39 S44 S48 S53 S58 S63 H5 H10 H15 H20 H25 H30 R05

県水 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,220 10,809 18,112 23,422 23,660 23,728 25,101 28,118

河川水 0 0 0 0 0 0 0 9,819 13,178 22,407 20,240 26,439 34,528 26,156 30,535 26,287 25,712 27,188 24,707

地下水 2,332 3,484 3,882 6,170 9,113 15,083 26,908 43,458 66,578 65,789 79,200 73,728 65,688 68,509 51,194 46,702 42,091 37,366 37,604
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３ 水源転換に向けた取組

（１）水道事業最上位計画における位置付け （明石市水道事業経営戦略）

施設の統廃合

水源問題の解消将来の水源

将来の施設配置

将来の経営形態

主要な課題

・明石川からの取水廃止
・他事業体からの新規受水

・明石川取水に関連する明石川
浄水場及び鳥羽浄水場の廃止

・適切な施設規模による継続的な
更新・耐震化

・近隣事業体との連携
・各種効率化・健全化施策の実施

隣接事業体との
広域連携

経営戦略の方向性

・投資計画

・財政計画

・行動計画のもと
となる基本方針
及び施策目標

経営戦略策定
（H29.3）

経営戦略策定の要請
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３ 水源転換に向けた取組

（２）水源転換の内容

中部配水場

鳥羽浄水場

東部配水場

明石川浄水場

県営水道

鳥羽系
地下水

明石川系
地下水

中部自然

明舞・朝霧
・太寺

亀池

野々池

P
東部自然

中部高区

凡例） ：新設管路
：既設管路
：廃止施設

現 状 の
水まわし
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３ 水源転換に向けた取組

（２）水源転換の内容

中部配水場

鳥羽浄水場

東部配水場

明石川
浄水場

企業団

県営水道

鳥羽系
地下水

明石川系
地下水

中部自然

明舞・朝霧
・太寺

亀池

野々池

送水連絡管(中配-東配)

新規受水用送水管

配水池 P

既設配水池・
送水ポンプ活用

神戸市
西垂水第2高層

配水池
増量受水（R6.4）

東部自然

中部高区

凡例） ：新設管路
：既設管路
：廃止施設

水源転換後の
水まわし
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３ 水源転換に向けた取組

（３）企業団からの新規受水スキーム

神

戸

市

企

業

団

尼崎市
西宮市
芦屋市
宝塚市

第三者委託費
（毎年払）

受水費
（毎年払）

明

石

市

神戸市 西垂水
第2高層配水場

明石市
受水点

第三者委託費
相当額(毎年払)

神戸市
受水点

明石市
東部配水場

阪神水道企業団から神戸市へ
送水業務を第三者委託

（明石市への送水業務全般
を神戸市が担う）

+
加入負担金
（一時払）

新規受水用
送水管整備

※明石市受水点は、
新規受水用送水管整備後を表記 8



３ 水源転換に向けた取組

【水源転換により得られる効果】

・老朽施設（取水施設、貯水施設、浄水施設）の更新需要削減

（経営戦略策定時の試算 ： ５０年間で約４４0億円）

・脆弱な水源（明石川河川水）からの解放

（今後の水道水質基準への対策費用の最小化）

・長期的な視点における経済有利性

（短期的には受水費増加に伴い営業費用増加）
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【ポジティブ面】

・ 平成17年の料金改定以降、1９年連続黒字決算（純利益確保）

・ 人件費減少（職員数減少） H17：11.6億円（124人）→ R５：3.9億円（66人）

・ 企業債残高減少 H17：176.0億円 → R5：73.5億円

・ 資金残高増加 H17：11.2億円 → R5：64.1億円

【ネガティブ面】

・ 給水収益は右肩下がり H17：61.6億円 → R5：49.8億円

・ 有収水量は右肩下がり H17：9.6万㎥/日 → R5: 8.4万㎥/日

・ 委託料増加 H17：7.1億円 → R5：11.7億円

（その他、電気代、工事費等あらゆる費用が高騰）

4 水道事業の経営状況
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4 水道事業の経営状況

【給水人口・１日平均有収水量・給水収益の推移（2012年基準）】
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4 水道事業の経営状況

【口径別有収水量・水道料金の変化】
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4 水道事業の経営状況

【給水原価・供給単価・料金回収率の変化】

13
※平成１８年度の給水原価は現行会計基準に合うように20円減額補正

平成１７年度 令和５年度

メータ口径
(mm)

給水原価※

(円/m3)

供給単価

(円/m3)

料金
回収率

メータ口径
(mm)

給水原価

(円/m3)

供給単価

(円/m3)

料金
回収率

150 306.72 190.5% 150 292.72 181.0%

100 309.82 192.4% 100 289.22 178.8%

75 313.97 195.0% 75 290.09 179.3%

50 309.20 192.0% 50 288.62 178.4%

40 303.04 188.2% 40 280.93 173.7%

25以下 147.66 91.7% 25以下 133.10 82.3%

161 161.75
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S57：35.7%値上

H2：12.8%値上

H9：22.5%値上

H16：10.1%値上 H17：20.1%値上

S51        S56        S61 H3       H8         H13       H18       H23       H28         R3    （年度）

【供給単価と給水原価の推移】

※平成25年度以前の給水原価は現行会計基準に合うように20円減額補正

4 水道事業の経営状況
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水道メーター口径20mmで1ヵ月に20㎥使用した場合の水道料金 R6.4現在（税抜）

事業体名の（ ）は直近の料金改定年度.月

丹波篠山市
4,650円

明石市

2,310円
赤穂市
890円

県平均

2,967円

【県内の水道料金】

4 水道事業の経営状況
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1日当り 約155円/日

1人当り 約39円/人日

1日1人当り使用量
約250ℓ/人日

ペットボトル換算

約0.31円/2ℓﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

明石市の水道料金は高い！？

我が家の使用水量を例にとると・・・

2か月平均使用水量

⇒ 60m3程度（4人家族）

水道料金 9,284円

下水道使用料 7,563円

合 計 16,847円

4 水道事業の経営状況
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【今後の経営状況見込】

1. 料金収入

使用水量の減少傾向継続 → 水道料金の減収傾向継続

（人口増加が水道料金増収に繋がらない。）

2. 事業経費

物価高がダイレクトに経営を打撃 → デフレ脱却宣言は間近？

（電気代、薬品費、工事費用・・・）

3. 設備投資

安定給水に必要な投資を継続 → 持続可能な財源バランスの検討が必要

（老朽管更新、連絡管整備、魚住浄水場改修・・・）

4 水道事業の経営状況

17



５ おわりに

【経営状況】

・令和６年度には赤字決算を想定 → 令和７年度以降、赤字幅が年次的に拡大

・必要となる投資の財源には、適度な企業債借り入れと、事業利益を充当

→ 将来世代と現役世代の負担のバランスを適正化

【水道料金の状況】

・水道料金では営業費用を賄えていない → 来年度以降もこの状況が継続

→ 料金水準及び料金体系を適正化

【審議会における議論】

・丁寧かつスピード感を持って議論を深めていきたい
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